
　育友会総会の後に、成年年齢の引き下げに伴う金融トラブルや詐欺への
対策のお話を伺いました。最近多い高収入バイトでの犯罪への加担や知人
への名義貸しなど、ちょっとしたことでトラブルに巻き込まれてしまう怖さ
を学びました。また、相談窓口も紹介してくださいました。
　短い時間でしたがとてもわかりやすく、改め
てネットの普及には危険がついてまわるのだと
痛感させられました。子ども達が興味を持った
時、被害にあった時の為にも、私達は相談しや
すい家庭環境を築かなければと思いました。

　進路講演会では子どもたちの進路実現へ向けて、費用準備に関する具体
的なスケジュール、奨学金や支援制度の仕組みなどを教えて頂きました。

　親として、良き相談相手、
良きサポーターとなれるよ
う、しっかり準備していきた
いと思いました。

　保護者証のストラップは、お子様の学年に合わせたカ
ラーになっています。学年を識別しやすくするため、ス
トラップの色は変更せずにそのままご使用ください。
　今後、行事等の際は必ず保護者証を携帯してのご参
加をお願い致します。

　保護者の皆さま、日頃より育友会活動にご理解と
ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　閉塞した数年間が終わり、私たちの活動も少しず
つ日常を取り戻しつつあります。今年度も、保護者と
教職員が一体となり、子どもたちの安心・安全な学
校生活を支えるために努力してまいります。
　「主体的に行動する“オモロイ”18歳の育成」と
いう大阪高等学校の教育理念に私自身、これまで学

校に関わる中で深く共感しています。生徒たちが自ら考え、行動し、挑戦
する姿勢を見てきましたが、その姿勢は未来を切り拓く力となると感じま
す。育友会もこの理念を共有し、「親も子も教師も 共に学び 日々前進！」
をテーマに、保護者同士の交流を深め、互いに学び合う場を提供していき
たいと考えています。
　本校は2027年に創立100周年を迎える歴史ある学校です。これまで
の伝統を守りつつ、時代のニーズに対応した教育を支えるために、育友会
としても引き続きサポートし、子どもたちがより良い環境で学び、成長でき
るよう尽力してまいります。どうぞ今年度も、皆さまの温かいご支援をい
ただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

　保護者の皆様には、日頃より大阪高等学校の教育
活動にご理解とご支援を賜り、心よりお礼申し上げ
ます。
　本校の目指す生徒像は『主体的に行動する“オモ
ロイ”18歳』です。生徒の皆さんの多様性に寄り添
い、それぞれの良さを伸ばしてもらうために、本校は
授業への創意工夫はもちろんのこと、放課後や長期
休業中の活動にも力を入れています。部活動、OS企

画運営委員会、PR委員会、Nプロジェクト、CHOLAゼミ、ラボ、夏期講座、
タイガーモブ、オホーツク学などなど、多すぎて詳しい内容をご存じない保
護者もおられるかもしれません。このような数々の教育活動が、本校の多様
性を担保していると考えています。ぜひ、お子様を広い多様性の海へと飛び
込めるよう、優しく背中を押してあげてください。
　育友会活動を通じて保護者の皆様と教職員が更なる連帯を図り、家庭や
学校、人と人の結びつきを大切にする学校を目指してまいります。子どもた
ちの豊かな成長と育友会の発展に向けて、今年度もご協力の程よろしくお願
い致します。

大阪が大阪で一番にな
る

～百折不撓～

　6月上旬、第３グランドで練習する硬式野球部を撮影させていただきました。
　野球部の生徒は、普段から校舎内で礼儀正しく挨拶をしてくれるのですが、グランド内で
は、更にきびきびと無駄のない動きで力強い練習が繰り広げられていました。
　キャプテンへのインタビューでは、「今年の目標ももちろん甲子園出場です！」と答えてくれま
した。いよいよ始まった夏の大阪大会での活躍を期待しています。撮影へのご協力ありがとうご
ざいました。

　5月25日(土)に高大連携シンポジウムとして「本当にあった！
めっちゃオモロイ“養殖”と“増殖”の世界」が本校にて開催され
ました。
　1部の講演は、マグロの完全養殖に成功した近畿大学教授家戸
先生のお話と、自然とうまく付き合ってホタテ等の魚介類を増や
した東京農業大学教授千葉先生のお話を聞く事が出来ました。
　2部会場ではパネル展示・顕微鏡での稚魚の観察・剥製展示等
が行われ、大学院生や先生方から研究の様子を直接伺いました。
多数の保護者、生徒の皆様のご参加により、活発な質疑応答も行
われ、とても理解の深まるシンポジウムとなりました。

　5月29日(月)3年生の球技大会を撮影させていただきました。

　バレーボールが得意な子も、そうでない子もチーム一丸となり

白熱した試合が繰り広げられました。励まし合いプレーし大声援

で応援する姿に、撮影している私達もとても興奮し楽しませても

らいました。

　5月9日(木) 京都大学 百周年記念ホールでNプロジェクト
の一年間をまとめた映像を観覧しました。
　「放射線とは何か」などのテーマで先端科学に興味をも
ち、成長していく生徒の姿をみ
て、挑戦することの大切さを改め
て感じました。今回、このプロ
ジェクトに参加された生徒はと
ても貴重な体験が出来たことで
しょう。
　今年度も大阪高校で続けられる
ようです。育友会としても引き続
き応援していきたいと思います。

表紙「硬式野球部」

　広報誌『育友』を年に4回作成してい
ます。今期は１年生から３年生までの広
報委員33名での活動となります。
　学園祭では、青いビブスを着て生徒
の間近で撮影させていただきます。分担
して撮影した写真を集めて選別した後、
印刷屋さんに仕上げを依頼します。
　今年も、さまざまな行事を楽しんでい
る子ども達の姿や育友会活動の様子
を、皆様にお伝えしたいと思っています!

　私学助成委員会の主な活動内容は公
費助成の署名の準備や集計作業・大阪
私学振興大会への参加、学校行事の活
動のお手伝い等です。
　今年度も秋ごろより私学助成の充実
に向けての署名を行いますので、皆様
の署名活動へのご協力をよろしくお願
い致します。

　学年委員会は、主に授業参観やクラ
ス懇談会、教育講演会の企画・運営を
担当しています。また、オープンスクー
ルでは育友会ブースを設置し、訪れる中
学生の保護者の方々とお話しする機会
を設けています。このように、学年委員
会の活動は非常に多岐にわたります。
　今年度第1回目の授業参観･クラス懇
談会と同日に開催された教育講演会に
は、多くの保護者の皆様にご参加いた
だき、大変盛況
となりました。
ご参加いただ
いた皆様、あり
がとうございま
した。

2024年度 育友運営委員長 ご挨拶

育友会 副会長
教頭 北村 恭崇

育友会 会長
正岡 久美子

各委員会より

このメンバーで活動していきます。１年間よろしくお願いいたします。

〒533-0007　大阪市東淀川区相川2-18-51
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育 友
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育友会とは大阪高校 PTAの名称です

第147号
2024.7.19
保護者と教職員の会
発行責任者
編集・発行

正岡 久美子
広報委員会

 本年度最初の『育友』をお届けしました。
 快く撮影協力していただいた先生方、生徒さん達ありがとうございました。育友が少しでも思い出とリンクしてい
ただけたら嬉しいという想いで活動しています。次回発行は12月を予定しています。お楽しみに。
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学園祭　球技の部

Nプロジェクト 水域教育シンポジウム

広報委員会私学助成委員会学年委員会

育友会運営委員 授業参観・進路講演会・クラス懇談

２０２４年度育友会総会 教育講演会

防犯強化の為、育友会保護者証を配付しました！

6月8日(土)

進路講演会

6月1日(土)

「進路にかかる費用と奨学金」

「金融経済教育セミナー」
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正岡久美子

山田　裕也
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松浦佳代子

小西　陽子

菅原　慶子

大塚　美紀

長谷川貴子

足立　裕子

才本亜由美
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後藤　陽子

長村　紀子

徳田　　恵

小川　佳奈

柴岡加奈子

一柳　美早

岡本あずみ

億　　智栄

富樫　律子

神田　有子

中北くるみ

山原　康治

岡田ひとみ

福原　和行


